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法
界
万
霊
塔
（六
字
念
仏
塔
） 

   

』 
十
八
世
紀
後
半
の
港
町
・
浦

賀
、
江
戸
の
流
行
に
も
敏
感
で
、

賑
わ
い
、
華
や
か
な
こ
の
港
町
で

五
軒
認
め
ら
れ
て
い
た
遊
郭
の

繁
栄
は
大
層
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
江
戸
屋
半
五
郎
の
遊

郭
は
一
段
と
大
き
く
、
贅
沢
で

華
美
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
贅
沢
と
華
美
な
造
り
が
半

五
郎
の
後
半
生
を
、
遊
郭
の
主
か

ら
僧
侶
へ
と
転
身
さ
す
る
要
因

に
な
る
と
は
誰
が
想
像
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。 

浦
賀
奉
行
所
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
初
鹿
野
伝
右
衛
門
（注
）
が

浦
賀
の
町
を
巡
視
し
た
際
、
二

階
に
改
築
中
で
奉
行
所
を
見
下

す 

す
よ
う
な
豪
華
な
建
物
を
見

て
、
供
の
者
に
何
を
す
る
と
こ
ろ

か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
洗
濯
屋
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
（
当
時

浦
賀
で
は
遊
郭
の
こ
と
を
洗
濯

屋
と
い
っ
て
い
た
）
。
奉
行
は
、
洗

濯
屋
が
こ
の
よ
う
な
豪
華
な
造

り
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
人
々
の

気
持
ち
を
惑
わ
し
、
お
ご
り
を

増
長
さ
す
る
よ
う
な
建
物
は
元

の
平
屋
に
戻
す
よ
う
に
言
い
渡

し
ま
し
た
。 

半
五
郎
の
性
格
は
「近
世
浦
賀

畸
人
伝
」
（
文
政
十
二
（
一
八
二

九
）年
刊
行
）に
よ
る
と
、
『業
を

好
み
、
任
侠
豪
雄
遠
近
に
聞
こ

え
た
り
』
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

豪
ゆ 

豪
雄
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
近
隣
に

知
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ

の
命
令
は
衝
撃
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
の
後
に
江
戸
へ出
た
半
五

郎
は
一
人
の
あ
る
僧
侶
の
教
え

か
ら
、
自
分
が
い
か
に
無
常
な
人

生
を
送
っ
て
き
た
か
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

奉
行
の
命
令
と
僧
の
教
え
が

要
因
で
し
ょ
う
か
。
半
五
郎
は
、

江
戸
か
ら
浦
賀
に
戻
る
と
早

速
、
す
べ
て
の
財
産
、
土
地
・建
物

も
処
分
し
、
そ
れ
ま
で
抱
え
て
き

た
遊
女
に
分
け
与
え
、
解
放
し
て

し
ま
い
ま
す
。
半
五
郎
自
身
は
出

家
を
覚
悟
し
旅
に
出
て
、
京
都
・

清
龍
寺
で
得
度
し
、
「深
心
（し
ん

し
ん
）」
と
名
乗
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
各
地
の
霊
場
を
回

り
修
業
を
続
け
ま
す
が
、
紀
州

の
山
中
で
、
後
に
「
生
き
仏
さ

ま
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
徳
本

（
と
く
ほ
ん
）
上
人
と
巡
り
合
い
弟

子
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
法
名

を
徳
本
上
人
か
ら
一
字
を
も
ら

い 

 
  

 
 

 
 

ペ
リ
ー
が
来
航
し
て 

百
五
十
年
が
過
ぎ
、

日
本
は
着
実
に
近
代
へ

向
け
た
歩
み
を
進
め

て
い
た
。
浦
賀
の
町
は

外
国
と
の
交
渉
の
場 

か
ら
は
外
れ
て
い
っ
た
が
、
徐
々

に
形
が
出
来
て
き
た
幕
府
海
軍

の
基
地
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

日
米
通
商
修
好
条
約
が
締
結
さ

れ
る
と
、
そ
の
批
准
書
交
換
の
た

め
の
使
節
が
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
機
会
に
幕
府
海
軍

の
腕
試
し
に
と
供
奉
艦
を
送
る

こ
と
に
な
り
、
咸
臨
丸
が
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
整
備
の
た
め

に
ド
ッ
ク
が
造
ら
れ
た
。
こ
れ
が

日
本
で
最
初
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で

あ
り
、
近
代
造
船
界
で
も
画
期

的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
安
政
七
年

（一
八
六
〇
）一
月
、
咸
臨
丸
は

幕
府
使
節
を
乗
す
た
ポ
ー
ハ
タ
ン

号
よ
り
一
足
先
に
出
航
す
る
た

め
、
浦
賀
港
で
最
後
の
補
給
と

休
息
を
と
っ
て
、
出
航
し
た
。
こ

の
出
来
事
か
ら
百
五
十
年
に
な

る
来
年
二
月
に
浦
賀
文
化
セ
ン

タ
ー
で
特
別
展
を
開
催
す
る
準

備
が
始
ま
っ
た
。  

（山
本
） 
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波
瀾
万
丈
の
人
生 

僧
・
深
本 

安
山
岩
製
、
平
頭
角
柱

型
、
基
礎
、
基
台
三
段
、
前
面

右
に
「
夢
光
常
真
信
士
」
、
真

中
に
「大
誉
杲
向
深
本
法
子
」

（本
は
心
の
字
の
上
に
彫
り
な

お
し
た
た
め
読
み
に
く
い
）
、

左
に
「心
誉
乗
月
法
尼
」と
刻

ま
れ
て
い
る
。 

深
本
の
墓
は
本
名
、
石
渡
家
（江 

戸
屋
は
屋
号
）、
後
に
鈴
木
家
の
墓
域

に
な
く
、
常
福
寺
の
第
二
十
九
世
光
誉

上
人
の
墓
の
隣
に
並
ん
で
建
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
深
本
が
光
誉
上
人
に
帰
依
師
事

し
た
た
め
と
い
う
。
つ
ま
り
師
弟
の
間
柄

で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

東西風風  

 

 

 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

 

東
林
寺
登
り
口
石
段
の
傍
に
大
き
な
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
波
乱

に
満
ち
た
生
涯
を
送
っ
た
僧
・深
本
（し
ん
ぽ
ん
、
江
戸
屋
半
五
郎
）

が
建
て
た
こ
の
石
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
「南
無
阿
弥
陀
佛
」の
六
文

字
に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

い
「深
本
」と
改
め
ま
し
た
。 

晩
年
に
浦
賀
に
戻
っ
た
深
本

は
、
現
在
の
浦
賀
警
察
署
の
脇
に

あ
っ
た
地
蔵
堂
の
堂
守
を
し
て
念

仏
三
昧
の
日
々
を
送
り
、
念
仏

の
声
が
途
絶
え
た
と
き
、
文
化

六
（
一
八
〇
九
）
年
四
月
十
九

日
、
六
十
一
才
の
波
乱
に
満
ち

た
人
生
の
幕
が
降
り
ま
し
た
。 

こ
の
法
界
万
霊
塔
の
「南
無
阿

弥
陀
佛
」の
文
字
の
彫
り
の
深
さ

に
は
、
半
五
郎
の
信
心
深
さ
が

表
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

参
考
資
料 

横
須
賀
人
物
往
来
、
浦
賀
往
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

詔
一
著 

横
須
賀
市
文
化
財 

総
合
調
査
報
告
書 

第
一
集
浦
賀
地
区 

横
須
賀
市
教
育
委
員
会
発
行 

近
世
浦
賀
畸
人
伝 

 

樋
口
有
柳
著 

浦
賀
西
岸
叶
神
社
誌 

 
 

 
 

八
〇
〇
年
祭
実
行
委
員
会 

横
須
賀
文
化
財
協
会
会
報 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
一
号 

うらがの寫眞館 

② 西叶神社に寄進した「漱水盥」 

寛政元（1789）年、安山岩製、 高 86

㎝、上辺幅 152 ㎝、上辺側面幅 79.5

㎝、底辺幅139㎝、底辺側面幅67㎝、

前面に大きく「漱盤」（隷書体）、前面左

下に「江戸屋半五郎」と刻まれている。 

 

浦賀港

電話
FAX ：　０４６－８４２－４１２１

浦賀コミュニティセンター分館

（浦賀文化センター）
浦賀駅から浦賀通りを徒歩10分

所在地：横須賀市浦賀７－２－１

京急浦賀駅
至大津 至観音崎

至久里浜

浦賀ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

浦賀行政センタｰ 　浦賀
警察

　市営
プール

浦賀文化センター

ﾊﾞｽ停･ﾄﾞｯｸ前

 

 

③常福寺の「大乗妙典六十六部供

養塔」、寛政 4 年、安山岩製、尖頭角柱型、

高89.5㎝、前面幅33㎝、側面幅32㎝、基

礎高23㎝、基台3段高64.5㎝、底辺幅130

㎝、刻まれている文字は、正面右に「天下

和順」、中央に「奉納大乗妙典六十六部供

養」 、左側に「日月清明」 右側面に「総願

主 江戸屋半五郎  深心法子」 

 

 

① 「法界万霊塔（六字念仏塔）」 

寛政 4 年、安山岩製、重頭角柱型、塔

身高 165㎝、前面幅 41.8㎝、側面幅 41

㎝、基礎高 31 ㎝、基台高 35 ㎝、 刻ま

れている文字は、前面「南無阿弥陀佛」

（明顕山祐天寺六世得誉祐全の書）、右

側面「法界一切恩怗怨敵諸群霊等」、左

側面「大誉果向深心信士 俗名伴五郎」 

④常福寺の「地蔵菩薩像」（元禄 7（1694）

年）、安山岩、像高（台座含む）87.5 ㎝、基

礎74㎝、基台（3段）高70㎝、刻まれてい

る文字は、正面左に「増上寺大僧正」 中

央に「南無阿弥陀仏 嶺誉（花押） 右に

「授誉願主深心法子」 

 
【注】 初鹿野伝右衛門信興

（はじかのでんえもんのぶ

おき）、第 11 代浦賀奉行

（天明 7（1787）年 8月～天

明 8 年 9月）、浦賀奉行時

代の業績を高く評価され、

この後江戸町奉行に抜擢

され、松平定信が行った

「寛政の改革」で庶民の風

俗取締などで活躍。 

☆ 江戸屋半五郎関連の石造物 ☆ 

―
常
福
寺
の
深
本
の
墓
― 

①  

② 

③ 

④ 



 

 

県
指
定
天
然
記
念
物
「叶
神
社
の
社
叢
林
」の
五
十
㎝

辺
り
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
ウ
バ
メ
ガ
シ 

広報紙『浦賀文化』は、市役所、各行政センター、各コミュニティセンター、浦賀病院、一部の小学校、中学校、高校の図書館などに置いてあります。 

歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

⑲ 

 

郷
土
史
家 

山
本 

詔
一 

 

に
上
が
る
あ
ら
ゆ
る
荷

物
と
船
に
関
し
て
絶
大

な
力
を
持
っ
て
い
た
こ 

と
が
窺
え
、
十
九
軒
に
増
え
た
が
そ
の
財
力

は
万
両
以
上
を
持
つ
家
が
沢
山
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
資
産
は
現
在
で
い
う
と
十
億
円

以
上
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
の
財
産
を
持
っ
て
い

た
十
数
軒
の
問
屋
が
狭
い
東
浦
賀
で
軒
を
並

べ
る
よ
う
に
生
活
し
て
い
た
と
想
像
す
る
と
、

干
鰯
問
屋
恐
る
べ
し
の
感
が
あ
り
、
し
か
も
そ

の
財
産
が
数
十
年
で
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
思
う
と
、
ど
れ
だ
け
活
気
あ
ふ
れ
る
町
で

あ
っ
た
の
か
、
現
在
の
様
子
か
ら
は
イ
メ
ー
ジ

が
湧
い
て
こ
な
い
。 

 

こ
の
干
鰯
問
屋
を
脅
か
す
人
が
現
れ
た
。

元
禄
五
年
（一
六
九
二
）三
月
、
上
総
国
勝
浦

村
の
市
郎
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
、
西
浦
賀

で
新
規
に
干
鰯
問
屋
開
業
し
た
い
旨
の
願
書

を
提
出
し
た
。
そ
の
願
書
に
は
西
浦
賀
で
干

鰯
問
屋
を
や
る
に
あ
た
っ
て
、
運
上
金
を
一

年
二
百
両
と
浦
賀
港
の
先
端
に
あ
る
灯
明
堂

の
維
持
管
理
一
切
を
引
き
受
け
た
い
と
申
し

出
た
。 

 

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
東
浦
賀
干
鰯
問
屋
は
、

西
浦
賀
の
干
鰯
問
屋
開
業
を
反
対
し
、
勝
浦

の
市
郎
左
衛
門
が
提
示
し
た
開
業
の
条
件
を

す
べ
て
受
け
入
れ
て
生
き
残
り
を
図
っ
た
。 

 

こ
の
西
浦
賀
干
鰯
問
屋
開
業
反
対
に
東
浦

賀
の
す
べ
て
の
お
寺
は
カ
ン
パ
を
し
て
、
干
鰯

問
屋
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
し
か
し
浦
賀
村
の

鎮
守
叶
明
神
は
、
西
浦
賀
に
あ
る
こ
と
も
影

響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
つ
い
に
カ
ン
パ
も
エ
ー

ル
も
送
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
の
こ
と
に
憤
慨
し
た
東
浦
賀
の
連
中
は
、

叶
明
神
を
分
社
し
、
さ
ら
に
は
村
ま
で
も
分

離
さ
す
、
こ
こ
か
ら
明
治
三
年
（一
八
七
〇
）

に
合
併
す
る
ま
で
、
東
西
の
二
つ
の
浦
賀
と

な
っ
た
。 

 

西
浦
賀
の
親
水
公
園
か
ら
見
る
東
叶
神
社 

 

(2面) 

（ ２

面） 

平成２１（２００９）年７月１日（木） 
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ウ
バ
メ
ガ
シ
は
暖
温

帯
の
照
葉
樹
林
の
優

占
種
で
海
岸
に
多
く 

自
生
し
ま
す
。
九
州
・

四
国
・
和
歌
山
か
ら
伊
豆
半
島

そ
し
て
三
浦
半
島
が
北
限
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
横
須
賀
風
物
百
選

に
『明
神
山
の
素
晴
ら
し
さ
は
よ

く
保
全
さ
れ
た
自
然
林
で
木
々

の
種
類
も
豊
富
な
こ
と
で
す
。
特

に
東
叶
神
社
に
は
、
ウ
バ
メ
ガ
シ

の
自
生
は
県
内
で
も
分
布
の
北

限
と
さ
れ
て
い
る
。
』
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
植
栽
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
田
和
湾
岩

崎
山
が
生
育
状
況
か
ら
見
て
、

確
実
に
分
布
域
の
北
限
に
位
置

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉

県
の
勝
浦
市
八
幡
岬
と
鋸
南
町

岩
井
袋
の
二
か
所
に
も
自
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
浦
半

島
の
岩
崎
山
の
ほ
う
が
少
し
緯

度
が
北
に
位
置
し
ま
す
の
で
自

然
分
布
の
北
限
と
な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
中
央
博
自
然
誌
研
究
報

告
、25-30､M

arch2004

） 

 

植
栽
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

東
叶
神
社
・明
神
山
の
ウ
バ
メ
ガ

し 

ウ
バ
メ
ガ
シ 

浦賀の植物 

大
前 

悦
宏 

神
奈
川
県
植
物
誌 

調
査
会
会
員 

シ
を
今
年
の
五
月
に
確
認
し
ま

し
た
が
、
一
本
は
地
際
の
幹
回
り

が
百
㎝
ほ
ど
あ
り
、
高
さ
五
十

㎝
辺
り
か
ら
三
本
に
枝
分
か
れ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
高
周
囲
は
四

十
～
五
十
㎝
も
あ
り
ま
し
た
。

高
さ
は
七
～
八
ｍ
ぐ
ら
い
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
他
の
樹
種
と
隣
り
合

っ
て
い
る
た
め
か
、
光
を
求
め
て
い

る
た
め
か
枝
張
り
が
通
常
の
樹

形
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
花
は
当
地
で
は
五
月
こ
ろ
に
新

枝
の
葉
が
で
る
と
同
時
に
咲
き
、

黄
色
が
か
っ
た
雄
花
は
新
枝
の
下

部
に
長
く
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

ピ
ン
ク
色
を
し
た
雌
花
は
新
枝
の

上
部 

笑話一題 

市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

 

 
 

新
緑
に
誘
わ
れ
て
、
同
窓

生
九
人
で
五
十
年
ぶ
り
に
修

学
旅
行
先
の
日
光
へ
。
当
時
の

ア
ル
バ
ム
を
手
に
写
っ
て
い 

る
場
所
を
尋
ね
再
現
す
る 

旅
。
山
・川
・湖
・草
木
は
ほ 

ぼ
ア
ル
バ
ム
そ
の
ま
ま
だ
っ 

た
。 

が
、
被
写
体
を
見
る 

と
、
肝
心
要
の
人
物
が
大 

き
く
さ
ま
変
わ
り
。
当
時 

の
美
少
年
、
美
少
女
が
、
華
厳

の
滝
、 

戦
場
ヶ
原
の
中
、
東
照 

宮
陽
明
門
の
前
と
居
座
っ

た 

 
 

照
宮
陽
明
門
の
前
に
と

居
座
る 

上
部
の
葉
腋
に
数
個
つ
き
ま

す
。
葉
は
互
生
で
、
葉
柄
は
五

㎜
、
楕
円
形
で
葉
の
先
は
尖
り

ま
す
。
葉
の
大
き
さ
は
、
カ
シ
の

仲
間
で
一
番
小
さ
く
、
長
さ
三

㎝
か
ら
大
き
く
て
も
五
㎝
ぐ

ら
い
、
葉
の
上
面
は
光
沢
が
あ

り
、
葉
の
上
半
部
は
鋸
歯
縁
・

下
半
部
は
全
縁
と
な
っ
て
い
て
、

ル
ー
ペ
で
見
る
と
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
が
、
葉
の
縁
が
半
透

明
の
線
で
縁
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
果
実
の
成
熟
に
は
二
年
か

か
り
ま
す
。
自
生
の
場
所
は
海

岸
の
急
斜
面
の
岩
場
や
崖
の
痩 

す
地
に
あ
る
た

め
、
成
長
が
遅
く

大
木
に
な
り
に
く

く
、
幹
自
体
は
灌

木
状
で
、
萌
芽
性

は
大
な
の
で
枝
は

密
に
出
る
傾
向
が

あ
り
、
根
際
か
ら

分
枝
し
ま
す
。
ス

ラ
ッ
ト
し
た
樹
形

で
は
な
く
根
が
曲

が
り
く
ね
っ
て
い

る
だ
け
で 

（県指定重要無形民俗文化財・民俗芸能） 

毎年6月第2週の土曜日、祭礼で奉納される

「虎踊」。下田奉行所が浦賀に移転したときから

始まり、歌舞伎「国姓爺合戦」を工夫し唐人踊り

を取り入れたといわれている。主人公の和藤内

（武将姿の男子）の呼掛けで、華やかな衣装の

女子の「唐子踊り」、全長 2ｍもある虎の親子の

「虎返し」などの曲芸の後、大暴れの虎を和藤内

が成敗し「カッピキュー」と見栄を切り打ち止め。  

今年は 6月13日に奉納されました。 

 

寛
永
十
九
年
（一
六
四
二
）東
浦
賀
の
干

鰯
問
屋
は
、
問
屋
職
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
干
鰯
問
屋
が
一
般
の
問
屋
と
は
違
い
、

幕
府
が
認
可
し
た
特
権
的
な
問
屋
と
な
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
干

鰯
流
通
が
増
大
し
、
幕
府
が
黙
視
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
代
の
浦
賀
の
干
鰯
問
屋
が
ど
れ
ほ

ど
の
商
い
を
し
て
い
た
の
か
数
字
で
示
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「浦
賀
事
跡
考
」

に
は
『寛
永
よ
り
元
禄
ま
で
繁
昌
に
て
、
就

中
干
鰯
問
屋
杯
も
十
五
軒
に
相
定
り
、
干

鰯
に
限
ら
ず
何
に
て
も
十
五
軒
の
問
屋
に

て
水
揚
・船
積
と
も
売
買
い
た
し
候
（中
略
）

其
後
ま
た
ま
た
干
鰯
問
屋
相
増
し
、
十
九

軒
に
相
成
、
い
ず
れ
も
富
家
に
て
万
両
以

上
の
身
緒
沢
山
に
有
』と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
記
事
を
み
て
も
、
干
鰯
問
屋
が
浦
賀

に
上 

（ 

ブ
ナ
科 

） 

た
が
、
あ
ゝ
、
何
と
バ
ッ
ク 

が
美
し
過
ぎ
る
の
か
。 

余
計
に

過
ぎ
去
っ
た
年
月
を
感
じ
ざ
る 

を
得
な
い
。
そ
れ
で
も
色

と
り
ど
り
の
草
花
、
景
色

に
慰
め
ら
れ
、
建
築
物
や

彫
刻
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

浦
賀
に
も
西
叶
神
社
や 

八
雲
神
社
、 

東
耀
稲
荷

に
素
晴
ら
し
い
彫
刻
が
あ
る
と

い
う
。
今
一
度
じ
っ
く
り
と
見

て
み
よ
う
と
思
う
。 

い
る
だ
け
で
な
く
幹
も
枝
も
曲

が
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
が
特

長
と
い
え
ま
す
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の

自
生
の
例
外
は
五
十
㎞
も
内
陸

に
あ
る
兵
庫
県
西
脇
市
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
内
陸
の

四
川
省
に
群
落
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
国
の
研
究
者
は
日
本
の
海

岸
に
自
生
す
る
方
が
珍
し
い
と
い

う
。 植

物
学
で
カ
シ
の
仲
間
は
ブ
ナ

科
コ
ナ
ラ
属
を
い
い
、
落
葉
性
の
コ

ナ
ラ
亜
属
（常
緑
の
ウ
バ
メ
ガ
シ

も
含
ま
れ
ま
す
が
）と
常
緑
性
の

ア
カ
ガ
シ
亜
属
と
に
識
別
さ
れ

ま
す
が
、
両
者
を
属
の
階
級
で

区
別
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

常
緑
樹
の
ス
ダ
ジ
イ
・ア
ラ
カ
シ
・

マ
テ
バ
シ
イ
・シ
ラ
カ
シ
な
ど
は
春

に
発
芽
し
、
落
葉
樹
の
カ
シ
ワ
・

ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
は
秋
に
発

芽
し
ま
す
が
、
常
緑
樹
の
ウ
バ
メ

ガ
シ
も
秋
に
発
芽
し
、
性
質
・形

態
・生
態
的
地
位
も
落
葉
性
の
種

類
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
含
め
ら

れ
ま
す
。 

や
が
て
東
叶
神
社
の
ウ
バ
メ
ガ

シ
も
乾
燥
、
そ
し
て
風
雪
を
し
の

い
で
成
長
し
、
立
派
な
老
樹
に
な

り
万
年
の
寿
を
祈
り
う
る
も
の

に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

◇★為朝神社の虎踊★◇ 

干
鰯
問
屋
に
ラ
イ
バ
ル
出
現 

 

ほ 

し 

か 

 


